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官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
の
中
で
、
外
部

専
門
家
招し

ょ
う
へ
い聘
委
託
料
の
使
途
は
。

�

総
務
省
が
設
定
し
て
い
る

地
域
人
材
ネ
ッ
ト
登
録
者
に
、

よ
こ
ら
ぼ

の
２
年
目
を

支
え
て
も
ら
う
た
め
に
来
て
い

た
だ
く
委
託
料
で
す
。

 

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
管
理
は
。
ま
た
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
関
係
は
。

�

よ
こ
ら
ぼ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
町
の
管
理
と
な
る
の
で
、
リ

ン
ク
が
貼
れ
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

 

借
地
購
入
と
借
地
料
に
対

す
る
考
え
方
、
土
地
購
入
希

望
者
へ
の
対
応
の
公
平
性
は
。

�

財
政
の
許
す
範
囲
で
借
地

の
購
入
と
同
じ
条
件
で
売
却

購
入
も
勧
め
て
お
り
、
予
算
要

求
で
優
先
順
位
が
決
定
さ
れ

公
平
性
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
報
償
品

に
対
す
る
町
の
考
え
方
は
。

�「
真
心
を
返
す
物
」と
考
え
、

地
元
産
品
を
充
て
て
お
り
、
地

域
経
済
活
性
化
に
役
立
つ
と
考

え
ま
す
。

 
広
域
水
道
に
対
す
る
出
資

金
の
計
画
時
に
お
け
る
位
置

づ
け
と
首
長
間
の
協
議
の
実

態
は
。

�

出
資
金
の
影
響
は
シ
ミ
ユ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
国
庫
補

助
に
対
す
る
出
資
債
は
統
合

後
の
協
議
で
あ
り
、
１
市
４
町

の
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。

 

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
費
負
担
金
に
つ
い
て
、
実

施
団
体
と
場
所
、
ど
ん
な
工

事
か
。

�

実
施
は
県
で
す
。
芦
ヶ

久
保
小
学
校
裏
の
特
別
警
戒

区
域
の
詳
細
設
計
委
託
料
で
、

２
１
２
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

 

ハ
イ
キ
ン
グ
道
等
整
備
工

事
は
、
今
年
度
予
算
で
は
修

繕
程
度
し
か
で
き
な
い
が
。

�

中
長
期
的
に
予
算
と
マ
ン

パ
ワ
ー
を
か
け
て
整
備
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

防
災
安
全
対
策
事
業
の
内

容
は
。

�

清
水
橋
修
繕
の
詳
細
設
計

と
、
芦
ヶ
久
保
橋
歩
道
整
備

を
行
い
ま
す
。

 

横
小
環
境
整
備
事
業
の
測

量
設
計
委
託
と
は
何
か
。

�

横
小
第
２
校
舎
の
耐
力
度

調
査
の
結
果
は
良
好
で
、
文

科
省
の
補
助
金
対
象
に
な
ら

な
い
た
め
、
長
寿
命
化
の
改
修

で
の
対
応
に
な
り
ま
す
。

 

本
庁
舎
施
設
設
備
と
照

明
改
修
工
事
の
内
容
は
。

�

本
庁
舎
内
の
照
明
（
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
）
の
工
事
を
５
年
計
画
で

行
っ
て
お
り
、
２
年
目
に
な
り

ま
す
。

 

特
産
物
等
開
発
事
業
費

補
助
金
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。

�

特
産
物
の
開
発
を
応
援
す

る
も
の
で
す
。
平
成
��
年
度
の

実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

消
防
団
の
無
線
機
購
入
の

内
容
は
。

�

簡
易
型
デ
ジ
タ
ル
無
線
機

で
出
力
は
５
Ｗ
で
す
。
本
部
1�

台
、
各
分
団
に
５
台
配
備
し

ま
す
。

άϦʔϯϕϧτがઃஔ͞Εる町ಓ̐߸ઢ

݄̏ ఆྫ会
< 3�9ɾ10ɾ13ɾ14 >

Α͜Β΅ʜݸਓஂମɺا業͔Βࣄ業Λ͠ूื͘ɺ
　　　　  ๏త՝ίϛϡχςΟのղܾのͨΊに
　　　　  ԣ町が࿈͢ܞるͱ͍うऔΓみɻ

31.3 億
33.1 億

34.6 億
36.0 億 36.6 億

34.0 億

ฏ24 ฏ26 ฏ28ฏ25 ฏ27  ฏ29 

ฏ29Ұൠ会ܭ༧ࢉɺ
લൺ̎億6700万円ݮの
34億円ɻ地方生࣮ߦの̎
にͨるຊɺଟ͘の
のࢱଓ͠ɺॅ民ܧ業Λࣄ
্町のੑ׆ԽΛਐΊ·͢ɻ
ॏࡦࢪɺ࿑ಇରࣄࡦ業の
֤छิॿ金のར༻ଅਐɺఆ
ॅଅਐɾ交ྲྀࣄ業ɺࢠ育ͯੈ
แׅ支ԉηϯλʔの৽ઃɺ
΄ͬͱϋά͘Ή ϚϚαϩϯの
ॆ࣮ɺ͜Ͳҩྍ費の支څର
֦େɺԣখୈ̎ࣷߍのण
໋Խにࣄ͚ͨ業ͳͲͰ͢ɻ

ฏ 29 ༧ࢉに ؔͯ͠ɺ議һίίΛฉ͖·͠ ͨʢൈਮʣ

  歳 入  34億円  歳 出  34億円   歳 入  34億円  歳 出  34億円

依存
財源
55.5％

自主
財源
44.5％

その他 　　　5,941万円その他 　　　5,941万円
繰入金　　  8,843万円繰入金　　  8,843万円

繰越金　 1億4,800万円繰越金　 1億4,800万円

国庫支出金
　　　　 3億3,080万円
国庫支出金
　　　　 3億3,080万円

町債 　　3億1,352万円町債 　　3億1,352万円

地方交付税
　　　　  9億　930万円
地方交付税
　　　　  9億　930万円

諸収入　 1億　206万円諸収入　 1億　206万円

その他　 1億8,337万円その他　 1億8,337万円

町税　11億1,361万円町税　11億1,361万円

県支出金 1億5,150万円県支出金 1億5,150万円

町に入る見込みのお金町に入る見込みのお金町が使う見込みのお金町が使う見込みのお金

民生費 9億6,012万円民生費 9億6,012万円

総務費 5億6,943万円総務費 5億6,943万円

土木費 5億1,316万円土木費 5億1,316万円

教育費 3億7,912万円教育費 3億7,912万円

公債費 2億9,826万円公債費 2億9,826万円

衛生費 2億5,712万円衛生費 2億5,712万円

農林水産業費 7,663万円農林水産業費 7,663万円
消防費 2億  122万円消防費 2億  122万円

商工費 
5,885万円

議会費 　　
6,378万円

その他 
2,232万円

商工費 
5,885万円

議会費 　　
6,378万円

その他 
2,232万円
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ࢱのॆ࣮に ʢ民生費ʣ 11 万 3,154 円
ըਪਐのͨΊ ʢ総務費ʣ 6ܭ 万 7,110 円
土木工ࣄͳͲに ʢ土木費ʣ 6 万　478 円
教育に ʢ教育費ʣ 4ߍֶ 万 4,680 円
आ金のฦࡁに ʢ公債費ʣ 3 万 5,151 円
町の衛生のͨΊ ʢ衛生費ʣ 3 万　302 円
町の消防のͨΊ ʢ消防費ʣ 2 万 3,714 円
農林水産ৼڵに ʢ農林水産業費ʣ 9,031 円
議会のͨΊに ʢ議会費ʣ 7,516 円
商工ৼڵのͨΊに ʢ商工費ʣ 6,936 円

内
藤
純
夫 

議
員

　

教
育
費
の
土
地
購
入
費
の
相
手

は
議
員
で
あ
り
、
自
分
の
利
益
の

た
め
に
、
議
会
で
賛
成
票
を
投
じ

る
こ
と
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
国
有
地
の
払
い
下
げ
や
豊
洲
の

買
い
上
げ
等
、
土
地
の
売
買
で
問
題

が
起
き
て
い
る
今
、
町
長
と
議
員
の

２
５
０
０
万
円
も
の
税
金
の
や
り
と

り
は
、
町
民
に
疑
念
を
抱
か
せ
ま
す
。

予
算
に
反
対
で
す

౼

宮
原
み
さ
子 

議
員

　

財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

で
す
が
、
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
っ

て
い
る
町
と
し
て
、
地
方
創
生
総
合

戦
略
２
年
目
に
な
り
、
持
続
可
能
な

町
に
変
え
て
い
く
た
め
の
前
向
き
な

予
算
で
す
。 予

算
に
賛
成
で
す

౼
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す
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事
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の
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量
設
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と
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か
。

�
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小
第
２
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力
度

調
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の
結
果
は
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好
で
、
文

科
省
の
補
助
金
対
象
に
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ら

な
い
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め
、
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寿
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化
の
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修

で
の
対
応
に
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ま
す
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庁
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容
は
。

�
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庁
舎
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（
Ｌ
Ｅ

Ｄ
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工
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計
画
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行
っ
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、
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す
。

 

特
産
物
等
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事
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費
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金
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。

�

特
産
物
の
開
発
を
応
援
す

る
も
の
で
す
。
平
成
��
年
度
の

実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

消
防
団
の
無
線
機
購
入
の

内
容
は
。

�

簡
易
型
デ
ジ
タ
ル
無
線
機

で
出
力
は
５
Ｗ
で
す
。
本
部
1�

台
、
各
分
団
に
５
台
配
備
し

ま
す
。

大
野
伸
恵 

議
員

　

ス
リ
ム
で
堅
実
な
予
算
。
町
民
の

福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
弱
い
立
場

の
人
た
ち
へ
福
祉
の
分
配
が
行
き
渡

る
よ
う
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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ฏ20
28.7 億

32.3 億 32.0 億 31.3 億

ฏ22 ฏ21  ฏ23 （単位：万円）※金額は１万円未満 四捨五入で計算しているため、合計額が一致しないことがあります。

ฏ 29 ༧ࢉに ؔͯ͠ɺ議һίίΛฉ͖·͠ ͨʢൈਮʣ

  歳 入  34億円  歳 出  34億円   歳 入  34億円  歳 出  34億円

依存
財源
55.5％

自主
財源
44.5％

その他 　　　5,941万円その他 　　　5,941万円
繰入金　　  8,843万円繰入金　　  8,843万円

繰越金　 1億4,800万円繰越金　 1億4,800万円

国庫支出金
　　　　 3億3,080万円
国庫支出金
　　　　 3億3,080万円

町債 　　3億1,352万円町債 　　3億1,352万円

地方交付税
　　　　  9億　930万円
地方交付税
　　　　  9億　930万円

諸収入　 1億　206万円諸収入　 1億　206万円

その他　 1億8,337万円その他　 1億8,337万円

町税　11億1,361万円町税　11億1,361万円

県支出金 1億5,150万円県支出金 1億5,150万円

町に入る見込みのお金町に入る見込みのお金町が使う見込みのお金町が使う見込みのお金

民生費 9億6,012万円民生費 9億6,012万円

総務費 5億6,943万円総務費 5億6,943万円

土木費 5億1,316万円土木費 5億1,316万円

教育費 3億7,912万円教育費 3億7,912万円

公債費 2億9,826万円公債費 2億9,826万円

衛生費 2億5,712万円衛生費 2億5,712万円

農林水産業費 7,663万円農林水産業費 7,663万円
消防費 2億  122万円消防費 2億  122万円

商工費 
5,885万円

議会費 　　
6,378万円

その他 
2,232万円

商工費 
5,885万円

議会費 　　
6,378万円

その他 
2,232万円
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新
婚
世
帯
家
賃
補
助
金
、

通
勤
助
成
金
、
定
住
就
職
促

進
奨
励
金
、
創
業
資
金
借
入

利
子
補
給
金
な
ど
、
今
年
度

新
規
の
補
助
金
の
利
用
が
乏

し
い
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

チ
ラ
シ
の
配
布
等
、
周
知

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
１
年
目
で
あ
り
、
周
知
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
今
後
検

証
を
し
て
、
根
気
強
く
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
の

今
年
度
の
実
績
と
、
今
後
の
見

通
し
は
。

浄
化
槽
設
置
が
��
基
、
帰

属
１
基
と
予
定
数
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。
業
者
が
多
忙
で
着
手

で
き
な
か
っ
た
の
も
原
因
で
す

が
、
来
年
度
目
標
設
定
ど
お
り

進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

応
募
状
況
は
。

1�
月
に
２
名
受
け
入
れ
予

定
で
し
た
が
、
全
国
的
に
協
力

隊
員
が
手
薄
な
た
め
確
保
で
き

ず
、
４
月
か
ら
１
名
の
受
け
入

れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
材
確

保
を
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
ベ
ー

ス
と
い
う
会
社
に
委
託
し
て
い

ま
す
。

ฏ28ิਖ਼༧ࢉΛՄܾ
࣭ٙΛϐοΫΞοϓ

݄̐
�  ͕͋͘͠΅ණபࡇँײ�ձඅ ���� ԁ
1�  খࣛय़·ͭΓ�ձඅ ���� ԁ
�1  ԣொਓΫϥϒ࿈߹ձ૯ձ�ձඅ ���� ԁ
݄̑
1�  ԣொফஂૹܴձ�ձඅ ���� ԁ
1�  อ҆ࣜయ�ձඅࢁ߭ ���� ԁ
��  ࢴͷཬจԽϑΣεςΟόϧ࠙ޫ؍ஊձ�ձඅ ���� ԁ
݄̒
�  டձٞॴ࠙ձ�ձඅ ���� ԁ
�1  ԣொޫ؍ɾۀ࢈ৼڠڵձ࠙ձ�ձඅ ���� ԁ
݄̓
1�  ॿۚࢍ�ਐߦຽฏେࠃࢭېਫരݪ ���� ԁ
݄̔
�  ԣொফஂϙϯϓૢ๏େձҚ࿑ձ�ձඅ ���� ԁ
�  ԣொޫ؍ͿͲ͏߹։Ԃࣜ�ձඅ ���� ԁ
14  டԻ಄·ͭΓ�ձඅ ���� ԁ
1�  ṑધۄ·ͭΓ�ձඅ ���� ԁ
1�  ҕһձࢹख࢈ ���� ԁ
݄̕
�  Ѵখदষडॕլձ�ձඅࢯ৴Ұڮ∁ 1���� ԁ
��  ۠ձ࠙ձ�ձඅ 4��� ԁ

Ͱ��݅ɺ13万1880円Ͱ͠ܭ߹ ͨ

1 ݄̌
�  ཾࡇޫ؍�ձඅ ���� ԁ
11  Ҭொଜٞձٞ࠙ஊձ�ձඅݝ ���� ԁ

1 ݄̍
��  ͪͪͿߥ৽ͦ·ͭΓ�ձඅ ���� ԁ
��  ԣொ٠Ֆల࠙ձ�ձඅ 1��� ԁ

1 ݄̎
�  டࡇޫ؍ࡇɾடࡇϢωείొه೦ॕլձ�ձඅ ���� ԁ
11  খࣛమ๒·ͭΓ�ձඅ ���� ԁ
1�  ٹԉ౷Ұืۚࢍ�ॿۚ ���� ԁ
1�  ԣொফஂһձ�ձඅ ���� ԁ
݄̍
�  ԣொফஂɾԣொফࢧԉୂ৽ձ�ձඅ ���� ԁ
1�  ொଜٞձٞһݚࢹमձ࠙ձ�ձඅ 1���� ԁ
݄̎
�  ԣொޫ؍ɾۀ࢈ৼڠڵձ৽ձ�ձඅ ���� ԁ
��  ԣொফஂɾԣொফࢧԉୂަྲྀձ�ձඅ ���� ԁ
݄̏
��  ͪͪͿఆॅཱࣗ࠙ऀؔݍձ�ձඅ ���� ԁ

 ৗҕһ会のう͖͝
総務จ教ް生ৗҕһ会ʢ݄̎ 27 ʣ
ᶃී௨࢈ࡒͷݱঢ়ͱ՝ɺ௨Χʔυͷݱঢ়ٴͼ
ɹݸਓΧʔυͷݱঢ়ͱ՝
ᶄڭҭҕһձࣗݾݕɾࣗݾධՁʹ͍ͭͯ
ᶅԣதֶੜۀࣄྲྀަࡍࠃʹ͍ͭͯ
ᶆڭҭҕһձใࠂ
˞ձٞऴྃޙɺ11ɾ1�ɾ1�۠ொ༗Λࢹ
産業ݐઃৗҕһ会ʢ݄̎ 27 ʣ
ᶃୗҊ݅ɹୈ̏߸ɹொಓ����߸ઢࣄʹ
ɹɹɹɹɹɹ͍ͭͯ৹ࠪɺ࠾
ᶄԼਫಓܦۀࣄӦઓུใࠂ

 டҬࢢ町ଜݍ߹議会͔Βのใࠂ
ʢ݄̎̔ ɾடΫϦʔϯηϯλʔʣ

ฏ���Ұൠձܭ༧ࢉɺਫಓۀࣄձܭ༧ࢉͳͲ
̓ٞҊΛ৹ٞɺͯ͢ঝೝՄܾɻ

ͬͯ΄͍͠ʂ  Β͍ͤͨʂ
議会׆ಈ͋Ε͜Ε

公 ։
͠·͢
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ฏ29݄̏ఆྫ会
৹議ͨ͠議Ҋͱその݁Ռ

審
議
結
果

向
井
芳
文

黒
澤
克
久

阿
左
美
健
司

宮
原
み
さ
子

浅
見
裕
彦

新
井
鼓
次
郎

内
藤
純
夫

大
野
伸
恵

若
林
想
一
郎

関
根
　

修

小
泉
初
男

若
林
清
平

町ఏ出議Ҋ

条
例
の
一
部
改
正
・
そ
の
他

ԣொ৬һͷࣗൃܒݾۀٳʹؔ͢Δྫ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொҰൠ৬ͷظ৬һͷ࠾༻ʹؔ͢ΔྫͷҰ෦վ
ਖ਼ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொ৬һͷۈؒ࣌ɺٳٴͼٳՋʹؔ͢ΔྫͷҰ
෦վਖ਼ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓

ԣொ৬һͷҭۀٳࣇʹؔ͢ΔྫͷҰ෦վਖ਼ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொٞձͷٞһͷٞһใुٴͼඅ༻หঈʹؔ͢Δྫ
ͷҰ෦վਖ਼ ൱ܾ ʷ ʷ ʷ ʷ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ʷ ˞ ˓
ɾ౻議һΑΓʮ財తෛ୲Λྀ͢ߟるͱɺใु্͛る͖Ͱͳ͍ʯɺ৽Ҫ議һΑΓʮ務׆ಈ費ͳ͍தɺൈຊ  
　తվળΛΉʯɺѨࠨඒ議һΑΓʮݱঢ়の地Ҭঢ়گΛ͑ߟるͱ্͛る͖Ͱͳ͍ʯͱのର౼が͋Γ·ͨ͠ɻ
ԣொͷڅ༩ʹؔ͢ΔྫͷҰ෦վਖ਼ Մܾ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ʷ ˞ ˓
ɾେ議һΑΓʮಛผ৬ใु৹議会のਃΛଚॏ͢るʯͱのࢍ౼が͋Γ·ͨ͠ɻ
ԣொ৬һͷڅ༩ʹؔ͢ΔྫͷҰ෦վਖ਼ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொۚجྲྀަࡍࠃྫͷҰ෦վਖ਼ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொ੫ྫͷҰ෦վਖ਼ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொࠃຽ݈߁อݥ੫ྫͷҰ෦վਖ਼ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொಛఆڭҭɾอҭࢪઃٴͼಛఆҬܕอҭۀࣄͷར
༻ऀෛ୲ֹʹؔ͢ΔྫͷҰ෦վਖ਼ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓

ԣொࡏॏ৺োऀखڅࢧྫͷҰ෦վਖ਼ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொհޢอݥྫͷҰ෦վਖ਼ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொแׅతࢧԉۀࣄͷ࣮ࢪʹؔ͢Δج४ΛఆΊΔྫͷ
Ұ෦վਖ਼ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொࢦఆҬີணܕαʔϏεऀۀࣄͷࢦఆʹؔ͢Δ߲ࣄ
ฒͼʹࢦఆҬີܕணܕαʔϏεͷۀࣄͷਓһɺઃඋٴͼ
ӡӦʹؔ͢Δج४ΛఆΊΔྫͷҰ෦վਖ਼

Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓

ԣொࢦఆҬີணܕհޢ༧αʔϏεऀۀࣄͷࢦఆʹؔ
͢Δ߲ࣄฒͼʹࢦఆҬີணܕհޢ༧αʔϏεͷۀࣄͷ
ਓһɺઃඋٴͼӡӦฒͼʹࢦఆҬີணܕհޢ༧αʔϏ
εʹΔհޢ༧ͷͨΊͷޮՌతͳࢧԉͷํ๏ʹؔ͢Δج
४ΛఆΊΔྫͷҰ෦վਖ਼

Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓

͍ͯͭʹͷక݁ܖߋෛมࣄ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
͍ͯͭʹͷऔಘ࢈ࡒ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓

平
成
28
年
度
補
正
予
算

ԣொҰൠձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̐߸ʣ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொࠃຽ݈߁อݥಛผձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̏߸ʣ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொհޢอݥಛผձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̏߸ʣ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொऀྸߴظޙҩྍಛผձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̎߸ʣ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொԼਫಓಛผձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̎߸ʣ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொড়Խ૧ઃஔཧۀࣄಛผձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̎߸ʣ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓

平
成
29
年
度 

予
算

ԣொҰൠձܭ༧ࢉ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொࠃຽ݈߁อݥಛผձܭ༧ࢉ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொհޢอݥಛผձܭ༧ࢉ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொऀྸߴظޙҩྍಛผձܭ༧ࢉ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொԼਫಓಛผձܭ༧ࢉ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொড়Խ૧ઃஔཧۀࣄಛผձܭ༧ࢉ Մܾ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓

人
事
ԣொ෭ொͷબʹ͍ͭͯ ಉҙ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓
ԣொެฏҕһձҕһͷબʹ͍ͭͯ ಉҙ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓

陳
情ொಓ����߸ઢࣄʹ͍ͭͯ झ࠾ࢫ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˞ ˓

　˓ʜࢍ
ରʜʷ

˞ҹٞɻٞࣄਐߦΛٞ͏ߦࢍ൱ͷද໌͠·ͤΜɻ
ɹࢍ൱ಉͷ߹ͷΈܾٞࡋͱͯ͠ࢍ൱ද໌͠ɺͦͷ߹ʮࡋʯͱ͠ࡌه·͢ɻ
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No.114

　大
お お の

野伸
の ぶ え

恵議員が聞く！

͠ ʜʜ水ಓ࿙水ྉ金がʂ

　阿
あ さ み

左美健
け ん じ

司議員が聞く！

に͍ͭͯܖͱਵҙ্ྗֶ

国
も
県
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

と
し
て
、
プ
ラ
チ
ナ
ル
ー
ト
化

を
進
め
て
い
る
。
圏
央
道
が

開
通
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
国
道

２
９
９
号
の
整
備
を
要
望
し
て
ほ

し
い
。
実
現
す
る
に
は
町
長
か
ら

強
い
要
望
を
繰
り
返
し
、
粘
り
強

く
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
ど
の
よ
う
な
お
考
え
か
。

町
長
　

国
道
２
９
９
号
の
重
要

性
は
高
ま
っ
て
き
ま
す
。
成
田
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
が
公
式
見
解
で
は
秩
父

ま
で
最
大
��
分
短
縮
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
花
園
Ｉ
Ｃ
ル
ー
ト
な
の

で
、
鶴
ヶ
島
な
い
し
狭
山
日
高
か
ら

横
瀬
を
通
る
ル
ー
ト
だ
と
さ
ら
に
時

間
は
短
縮
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。「
国
道
２
９
９
号
は
観
光
客

を
呼
び
込
む
た
め
に
は
大
切
」
と
い

う
の
は
間
違
い
な
い
で
す
。
整
備
の

必
要
性
を
対
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
こ
と
を
一
生
懸
命
進
め
て
い
き
ま

す
。宮

地
横
瀬
線
道
路
構
想
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
課
長
　

ま
ち
経
営
課
、
建

設
課
と
秩
父
市
市
長
室
、
地
域
整

備
部
職
員
と
会
議
を
２
回
ほ
ど
持

ち
ま
し
た
。
坂
氷
渋
滞
解
消
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
ま
す
。

水
道
漏
水
時
に
20
万
円
余
の

請
求
も
あ
っ
た
と
聞
く
。
広
域
に

な
り
、
減
免
方
式
が
住
民
に
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
。

振
興
課
長
　

個
人
の
漏
水
料

金
を
、
ど
の
程
度
水
道
利
用
者
全

体
で
負
担
す
る
の
か
、
県
内
の
水
道

企
業
を
参
考
に
し
た
減
免
措
置
で

す
。計

画
行
政
を
行
う
た
め
に
は
、

財
源
措
置
さ
れ
た
実
効
性
の
あ
る

実
施
計
画
の
作
成
が
必
要
だ
が
。

ま
ち
経
営
課
長
　

実
施
計
画

を
作
成
し
、
計
画
に
基
づ
く
事
業

実
施
を
し
て
い
ま
す
。
事
業
は
こ
の

計
画
に
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

乳
幼
児
の
お
た
ふ
く
風
邪
な

ど
の
任
意
予
防
接
種
は
命
に
も
か

か
わ
る
問
題
。希
望
者
へ
の
助
成
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　

副
反
応

等
の
問
題
も
含
め
検
討
し
ま
す
。

海
外
派
遣
事
業
は
、
義
務
教

育
の
中
で
チ
ャ
ン
ス
を
平
等
に
与

え
ら
れ
な
い
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
還
元
で

き
る
事
業
に
考
え
直
す
と
き
と
思

う
が
。教

育
次
長
　

希
望
者
も
多
く
、

事
業
効
果
も
高
い
の
で
現
状
で
実

施
し
、
国
内
交
流
事
業
も
拡
充
し

て
い
き
た
い
。

横
小
・
横
中
の
学
習
調
査
の

結
果
が
、
全
国
・
県
平
均
よ
り
横

小
で
７
〜
８
ポ
イ
ン
ト
、
横
中
で

３
〜
６
ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
に
低
い

が
、
ど
う
考
え
る
か
。
学
力
向
上

の
取
り
組
み
と
部
活
動
の
負
担
は
。

教
育
長
　

結
果
は
大
変
重
く

受
け
と
め
て
い
ま
す
。
学
問
に
王
道

な
し
。
教
え
あ
い
、
学
び
あ
い
、
高

め
あ
い
の
循
環
を
取
り
戻
し
、
学
習

意
欲
を
高
め
て
い
き
た
い
。
部
活
動

は
２
時
間
以
内
、
週
１
回
は
休
養
日

と
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

随
意
契
約
に
つ
い
て
の
考
え
方

と
基
準
は
。

ま
ち
経
営
課
長
　

地
方
自
治

法
等
法
令
を
遵
守
し
、
公
正
・
公
平
、

経
済
性
の
確
保
、
透
明
性
に
努
め

契
約
者
を
選
定
。
決
裁
権
は
１
３

０
万
円
ま
で
課
長
、
１
５
０
万
円
ま

で
副
町
長
、
そ
れ
以
上
が
町
長
で
す
。

平
成
26
年
度
、
27
年
度
は
入

札
が
減
り
、
随
意
契
約
件
数
と
金

額
が
増
え
て
い
る
が
、
把
握
し
て

い
る
の
か
。

ま
ち
経
営
課
長
　

町
基
準
に

従
い
、
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
て

い
て
、
基
準
も
従
前
ど
お
り
で
す
。

町
と
県
の
違
い
は
。

副
町
長
　

町
に
は
な
い
が
、
県

で
は
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て

い
ま
す
。
考
え
方
は
基
本
的
に
同
じ

で
す
。

　黒
くろさわかつひさ

澤克久議員が聞く！

国ಓのඋΛ࣮ͤ͞ݱるͨΊにʂ

ϓϥνφϧʔτԽʜࢿޫ؍源がू·る越͔Βடɾṑにࢸるίʔ
εΛʮ4"*5"." ϓϥνφϧʔτʯͱ໊͚ͮɺւ֎͔ΒのπΞʔ٬
 Λ༠கɻؼΓ͔Β॓ധΛう٬ޫ؍の֦େΛਤΓɺ
　地Ҭࡁܦのੑ׆ԽΛ͢ࢦのɻ
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町ͱ͠ ͯのऔΓみʁ

　浅
あ さ み

見裕
やすひこ

彦議員が聞く！

ॅみΑ͍ԣ町ɺ࣮ॆࢱΛʂʂ

「
ほ
っ
と
ハ
グ
く
む
　

マ
マ
サ

ロ
ン
」
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
。

子
育
て
支
援
課
長
　

本
年
１

月
1�
日
か
ら
児
童
館
内
で
毎
週
金

曜
日
に
助
産
師
２
名
に
よ
る
子
育

て
相
談
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

来
年
度
に
つ
い
て
も
、
継
続
し
て
実

施
で
き
る
よ
う
予
算
要
求
し
ま
し

た
が
、
今
後
の
状
況
等
を
踏
ま
え

て
助
産
師
の
報
酬
等
で
不
足
が
生

じ
た
場
合
は
、
補
正
予
算
で
対
応

し
て
い
き
た
い
。

秩
父
地
域
で
取
り
組
ん
で
い

く
考
え
は
あ
る
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　

地
域
に

根
差
し
た
産
前
産
後
ケ
ア
が
実
施

で
き
る
よ
う
、
１
市
４
町
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

健
康
づ
く
り
課
長
　

補
助
金

を
活
用
し
、
３
地
区
で
高
齢
者
サ
ロ

ン
を
運
営
し
て
い
る
が
、
今
後
は
７

地
区
に
１
ヵ
所
ず
つ
の
設
置
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
。

健
康
づ
く
り
課
長
　

健
康
寿

命
を
延
ば
す
た
め
に
も
、
各
関
係

機
関
と
も
協
議
し
な
が
ら
導
入
す

る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

就
学
援
助
に
つ
い
て
、
入
学
準

備
金
の
支
給
時
期
を
入
学
前
に
で

き
る
か
。

教
育
次
長
　

ほ
か
の
市
町
村
の

動
向
を
調
査
し
、
入
学
前
に
支
給

で
き
る
か
研
究
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実
の
一
環
と

し
て
、
寝
具
丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス
を

取
り
入
れ
て
み
て
は
と
考
え
ま
す

が
、
町
の
対
応
は
ど
う
か
。
ま
た

買
い
物
支
援
策
の
充
実
を
ど
う
考

え
る
の
か
。

健
康
づ
く
り
課
長
　

住
民
の
要

望
、
他
の
地
域
の
実
情
を
調
査
し
て
、

推
進
で
き
る
事
業
か
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
買
い
物
支
援
策
は
、
地
域

公
共
交
通
政
策
と
も
連
携
し
、
関

係
機
関
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
広
域
化
に
対

す
る
町
へ
の
影
響
、
加
入
者
へ
の

負
担
増
と
な
ら
な
い
取
り
組
み
は
。

町
長
　

公
平
性
を
気
に
し
な
が

ら
、
急
激
な
変
化
の
な
い
よ
う
な
着

地
点
を
探
る
と
と
も
に
医
療
費
削

減
に
努
め
て
い
き
た
い
。

氷
柱
実
績
を
芦
ヶ
久
保
の
活

性
化
に
ど
う
生
か
し
、支
援
す
る
か
。

振
興
課
長
　

農
業
法
人
等
を

立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
農

林
振
興
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
設
立

支
援
、
補
助
事
業
の
支
援
な
ど
応

援
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

Ұൠ࣭ͱɺ議һがࡦఏݴؚΊͯ町શൠに
͍࣭ͭͯ͢るのͰ͢ɻ͜の議会ͩΑΓͰɺ議һ
ຊਓがࣥචʢཁʣ͠ ͨのΛ͍ͯͤࡌ·͢ɻ

̒ਓの議һがొஃ໊̒ が町にう
Ұ ൠ ࣭ 

会議の l ͔ͪΒ z
　向

む か い

井芳
よしふみ

文議員が聞く！

23
区
担
当
相
談
窓
口
の
実
績

と
現
状
、
評
価
は
。

総
務
課
長
　

実
績
は
あ
い
さ
つ

回
り
な
ど
も
含
め
１
０
０
件
強
で
す
。

区
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
、
区
長
へ

の
広
報
配
送
を
区
別
の
担
当
者
が

行
う
等
、
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

各
区
の
情
報
収
集
が
図
れ
る
だ
け

で
な
く
、
担
当
者
は
若
手
で
あ
る
た

め
、
若
手
の
人
材
育
成
に
も
な
っ
て

お
り
、
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
関
連
団
体
の
統

合
に
よ
る
効
率
化
と
支
援
充
実
に

つ
い
て
、
再
度
検
討
し
、
提
示
し

た
具
体
案
を
踏
ま
え
、
実
現
可
能

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

副
町
長
　

対
象
が
子
ど
も
に
限

ら
な
い
も
の
や
、
町
の
管
轄
で
は
な

い
も
の
も
あ
る
た
め
、
難
し
い
で
す
。

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
支
援

等
、
す
べ
て
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

が
連
携
す
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

あ
た
り
も
踏
ま
え
て
ど
う
か
。

町
長
　

連
携
は
大
切
で
す
。
同

時
に
多
様
性
や
小
さ
な
声
も
拾
い

や
す
い
と
い
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

具
体
案
ど
お
り
の
団
体
の
統
合
は

必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
現
場

を
第
一
に
考
え
、
必
要
で
あ
る
こ
と

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
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議会ϗʔϜϖʔδΛ͝ཡ͍͔ͨͩ͘ࡉৄ
議会ࣄ務ہ 5&- 25�0119 にお߹͍ͤͩ͘͞

のఆྫ会࣍
্݄̒०։会༧ఆ

条例改正・補正予算を中心に
審議します

『議会ナビ』をお読みいただき、まことにありが
とうございます。最近では、森友学園の問題を
はじめ、豊洲の問題など多くの案件がマスコミ
を騒がせていますが、悪を正すこととは別な、
足の引っ張り合いのような傾向を感じざるを得ま
せん。報道によって世論が形成されているの
が現実である現代において、真実をわかりや
すくお伝えすることの重要さをつくづく感じさせ
られます。このことを心に刻み、今後も
精進してまいりますので、引き続きのご
指導宜しくお願いいたします。（M・Y）

　　 දࢴ l ΫΠζ EF ͔͍͗ z
　　 ͜ ͨ͑

ʮ議ө૾ԻڹγεςϜʯ
͜のύιίϯΛ使ͬͯɺ議会ࣄ務ہの৬һ
がɺΧϝϥͱϚΠΫのૢ࡞Λ͠ ͍ͯ·͢ɻそ
のө૾ͱԻிࣷ ֊̍ϑϩΞのςϨϏɺ
̏֊の会議ࣨͰ見る͜ͱがͰ͖·͢ɻௌ
にお越͠のࡍɺ͜ Μͳͱ͜ Ζに͠ ͯ
みͯ͘ ͍ͩ͞ Ͷɻ

編集を終えて

議һが
　า͍ͨʂ　ͨ͠ʂ　ͨ͡ײʂ

৽ͨͳൃ見　ࡾඛϚςϦΞϧԣ工Λ見ֶ
݄̍ ��ʢਫʣɺࡾඛϚςϦΞϧԣ͔ΒֶݟձͷҊ͕͋

ΓɺηϥϛοΫͱη
ϝϯτΛࢹɻ
ఔۀ࢈ഇغड
ೖɾॲཧঢ়گͷઆ໌
Λฉ ·͖͠ ͨɻԣ
Ͱੜ͞࢈ΕͨνοϓΞ
ϯςφ͕ిࢠ෦Ͱ׆
༂͠ ͍ͯΔͳͲɺ৽ͨͳ
͋ݟൃ Γ·͠ ͨɻ

ϩʔλϦʔΩϧϯのલͰઆ໌Λड͚る

議Ͱɺ会議࡞༻にൃݴΛԻ͍ͯ͠·͢

थ木のཧΛֶͿʢಢ木県རࢢࢹʣ
݄̏1�ʢۚʣɺʢԾশʣՖ
͏ʹۀࣄԂඋެࢁ࡙
थͷཧΛతͱ͠
ͯɺ͋ ͔͕͠ϑϥϫʔύʔ
ΫͱΈ͔ެࢁԂΛࢹ
Λࠓɺگɻ౻ͷႩఆঢ়
ΔνϡʔϦοϓύϯ࠼
δʔͳͲͷखೖΕΛݟ
Δͱͱʹॴ͔Βઆ໌
Λड͚͖ͯ ·͠ ͨɻथྸ 150 のେ౻のલͰ

ʢԾশʣՖ࡙ࢁΛڞಉͰඋ
݄̎ ̎	
ɺʢԾশʣՖ
ͷඋʹରͯ͠ɺࢁ࡙
Γ͞Εͨେɺੵ
Έ͞Ε͍ͯΔࢬͳͲΛย
͚ɺ২थͰ͖ΔΑ͏ʹ
͠Α ͱ͏ɺٞձɾۀҕ
һձɾۀ࢈ޫ؍ৼڠڵձɾ
ৼڵ՝ͳͲ͕ڞಉ͠ ࡞ͯ
͠·͍ߦΛۀ ͨɻ

২थがͰ͖るΑうにඋΛ͠·ͨ͠




